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＜連絡事項＞
・配膳台車が納品されました。24膳のる台車ですが思っていたより小ぶりで運びやすそうです。開放側レストランの後ろの方に置いていて白いカーテン付きです。必要時使用して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・新型コロナワクチン（コミナティ）6名実施しています。
　大久保　すい様、上村　みわ様、井上　和美様
中川原　義雄様、出河　攻様、飯豊　信雄様

・三浦　みよ子様～本日、計画相談と面会実施しています。
・泉山　紀子様～転出に伴い、貴重品は成年後見人の小野様へ返却しています。
（財布の現金59950円。自己負担上額管理表、国民健康保険証、国民健康保険限度額、適用額認定証、愛護手帳、JR普通回数券、南部バス回数券、家の鍵）

・赤間　健太様～本日、9：30～16：30デイケアの体験利用を実施しています。
　　　　　　　　次回7/11（月）9：30～16：00、昼食は帰院し摂取。移動は単独の予定です。

・長谷川　陽一様～本日、市民病院皮膚科受診ご外泊から帰院。
皮膚科は次回8/5（金）11：00受診予定。次回受診時の様子で終了になるとの事。
外泊の調整もある為、外出届は提出していません。

・部屋移動　　　会津　慮子様　308号室⇒307号室へ居室移動。
＜要注目患者様＞
・滝田　英人様～両肩の倦怠感と腹部不快を訴え朝食拒否。補食のみ摂取するが、ふらつきありプログラム欠席して様子観察している。午後より復調したと話すが、血圧低値と倦怠感の訴えは持続。
・泉山　紀子様～朝食時レストランにて特定男性患者様への粗暴行為あり。振り返りにも自身を正当化し不機嫌さ見られ、朝食後薬にも拒否的。介入にて服薬は行うが、希死的発言聞かれ自室にてタオル使用して首を絞める行動あり。主治医へ状況報告し、環境調整の指示あり。10：00東病棟Ａユニットへ転出となる。
＜田名部Ｄｒ担当患者様検討＞
・池田　康憲様～妹様との面談を調整する事を伝えると、「心配しない人は家族じゃないのに、どうして家族と偽って退院を左右されないといけないんですか。退院はいつになるんですか？」と訴える。説明には穏やかに応じている。
・高橋　義明様～診察の声掛けにも診察室に移動せず。介入時に易怒性が見られる事はあるが、処方は変更なし。
・吉田　守幸様～診察の声掛けに返答はするが、診察室に移動せず。処方変更せず継続。
・藤村　翔様～7/13（水）の退院予定とし、デイケア利用・訪問看護利用の指示あり。初外来は、7/27（水）9：30で調整。苛々する事はなく落ち着いていると報告されており、電話回数も減少できていると報告。現在服用中のフルメジンの病院残がない為、7/13からコントミンに処方変更していくことを説明。
・金　留示子様～調子は変わりなく、睡眠もとれている。今後GHの話しがあればすすめていくよう指示あり。処方は変更なし。
・高田　マキ様～採血の結果は貧血持続して見られる。区分調査がある事を報告されている。「対応について理解できていない」と訴え、不安感と緊張があると訴える。妄想発言聞かれているが、説明にて了承。内服の病院取り扱いがなくなる為、処方変更する事を説明。
・三浦　みよ子様～体調不良はなく、睡眠もとれてると話す。青山荘入所に向けて進めて行く事を説明。

・尾嵜　マリ子様～夜間は睡眠とれており、苛々や憂鬱感はないと話す。体操にも参加していると報告。「これから私どうなるの？退院の許可は出来ているのに」と訴える為、主治医からGHへ退院し生活に慣れていくよう説明するが、「年寄じゃないから行きたくない」と拒否的。施設入所に同意する事で、退院を勧める事が出来ることを説明している。
・小坂　君子様～夜間の睡眠不安定であり、夜間に妄想発言がある事を報告。本人からは夜間の睡眠はとれていると報告あり。作業療法には参加し、色塗りが楽しかったと話す。今後も作業療法での内容を興味のあるものに取り組んでいくよう説明。
・三浦　綾子様～お母様と面会実施した事を報告され、また面会したいと希望あり。スタッフと相談するよう説明している。国保税の支払い書が届いたと話されているが、SWと相談するよう説明受けている。
・畑中　成夫様～臀部の疼痛は持続していると話しがあり、臨時薬継続。作業療法にて木曜日に出河様と一緒になるが、その際に自分の事を言い出す事が気になると話す。他他者に影響される事はなかったと話す。執筆は良い文章が浮かぶようになり、進みが良いと話す。
・寺地　光幸様～外泊については、「あまり良くなかった。寝てばかりいた。妻は早く仕事を・・と話しをしてきた」と報告あり。処方内容は不安に対して調整している事を説明している。
・久保　興介様～現状維持していきたいと希望あり、幻聴に影響を受ける事もないと話す。周囲との患者様の関係もストレスとなる部分は、解決したと話されている。処方は変更なし。
・高橋　伸治様～体調は「なんぼか良い」と話され、歩行も安定し、苛々する場面もないと話す。
